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はじめに
前報告1）において，筆者は，自宅から東急田園都
市線梶が谷駅に至る道路周辺の植栽や雑草に多数の
チョウ類が吸蜜に訪れることに注目し，街にチョウ
をよぶことが「花と緑のまちづくり」2）3）の重要な
要素となることを述べた。この中では，2010年の1
年間の調査結果をもとに，ランタナやキバナコスモ
スなど特定の植物が効果的にチョウを誘引すること，
また周辺に多く存在する雑草が，チョウの幼虫の食
草と成虫の吸蜜植物の両面で重要な役割を果たして
いることを明らかにした。
同じ調査は，2012年現在も継続中である。そこで
今回は，2011年の調査結果をもとに，都市環境にお
けるチョウの訪花吸蜜行動をいくつかの面から解析
する。また，前回2010年の調査結果1）との比較も行
い，都市における自然環境の安定性について論じる。
調査場所と調査方法
調査を行ったのは，神奈川県川崎市高津区の東急
田園都市線梶が谷駅から，線路と平行して通ってい
る長さ約310mの直線道路である（図1）。この道
路は歩行者と自転車バイクの専用道路で，駅に向
かって左側が植栽のあるマンション，右が線路側の
斜面となっている。線路側の斜面（図2）は雑草が
生える広大な草地で，この斜面と道路とは金網のフ
ェンスで仕切られている。フェンスの基部の道路側
地面は約35cmの幅で土が露出しており，そこに
さまざまな草本や低木が植えられている。また，こ
の道路の一部にはフェンスをはさんでバイク置き場
があり，バイク置き場とフェンスの間にも幅
1.5～3.0mの草地がある。
このような環境に1年を通じてさまざまな花が咲
き，その花の蜜を吸うために多くのチョウが訪れる
（図3）。これらのチョウの訪花について，2011年1
月～12月の期間に調査を行った。
まず，調査地域に咲く花については，後述のチョ
ウの訪花調査とは別に10日間に1～2回の割合で調
査し，咲いている花の種類を記録した。花の種類は，
主として栽培種を扱う検索図鑑4）5）6）と野草雑草
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を扱う検索図鑑7）8）9）を用いて調べ，科の分類もこ
れに従った。
次に，チョウの訪花については，チョウが行動す
る晴天またはうす曇りの日を選んで1ヶ月に10日
前後の調査日を設け，1回あたり30～60分の時間
を取った。前記の調査地域内をゆっくりと歩き，吸
蜜のために花を訪れるチョウの種類と数，および訪
れた花の種類を記録した。チョウの訪花数は，各種
のチョウがその日の観察時間中にそれぞれの花を訪
れた数（以下「訪花例数」と表す）として記録された。
各種のチョウの地理分布，生態，幼虫の食草などに
ついては，蝶類図鑑10）の記述を参照した。
チョウに関する各月の観察日数は，1月が6日間，
2月が6日間，3月が9日間，4月が10日間，5月
が12日間，6月が11日間，7月が13日間，8月が
12日間，9月が20日間，10月が24日間，11月が
18日間，12月が16日間であった。
各月間で観察日数が異なり，1回あたりの観察時
間にもばらつきがあるため，チョウの各種における
訪花植物の比較などを除いては数量的な比較を行う
ことには無理がある。このため，一部を除いては定
性的な比較を行うのにとどめた。なお，花の種によ
って，植栽本数や花の数が異なることも定量的比較
を困難にしているが，今回のような広さの調査地域
では小型のチョウでもほぼすべての地域を移動して
回れるため，訪花に関する定性的な比較は問題ない
と考えた。
結果と考察
（1） 調査地域で見られた花とチョウの訪花
2011年1月～12月の調査期間中に観察された花
の種類，および各種についての調査地での開花期，
花の色，地上からの花の高さおよびチョウの訪花の
有無と訪花例数を，「栽培種」と「雑草」の別に表1
（a），（b）に示した。人によって植えられた多年生
の木本や草本，および1年生の草本であっても人が
植えたものが種子などによって年々受け継がれてい
るものを「栽培種」，人為的な作用によらず自然に
生育していると判断されたものを「雑草」とした。
雑草のうち，多くの風媒花はチョウと関係がないと
考え，リストからはずした。
2011年の全調査期間中に見られた花は，栽培種
で28科64種，雑草で18科35種，合わせて38科
99種にのぼった。この数は，2010年の調査1）で見
られた花の38科100種という値にきわめて近いも
のである。ただし，植物種は2010年からかなり変
わっている。栽培種では，プリムラ，クリスマスロ
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図1.調査地の道路側風景（川崎市高津区梶が谷駅
付近，2011年10月6日撮影）
図3.キバナコスモスの花を訪れたナミアゲハ（左側）
とヤマトシジミ（右側）（2011年9月25日撮影）
図2.調査地の鉄道斜面側風景（図1に同じ，2012
年6月17日撮影）
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表1 調査地で見られた花およびチョウの訪花の有無（2011年調査）（a）栽培種
科 名 種 名 花期（月） 花の色 花の位置（地上，cm） チョウの訪花例数
アオイ科 ◎ゼニアオイ 5 薄紫 50～60 1
アブラナ科 ナノハナ 1～5，12 黄 40～150 3
アヤメ科 ◎キショウブ 5 黄 50～60
アヤメ科 ハナショウブ 4～5 紫 50～60
アヤメ科 バビアナ 4～5 紫 20～40
アヤメ科 ヒメヒオウギズイセン 6 オレンジ 30～50
アヤメ科 フリージア 4～5 黄 30～50
アルストロメリア科 アルストロメリア 6～7 赤 70～90
オシロイバナ科 オシロイバナ 7～12 白，紅色 40～90 1
カタバミ科 オキザリスフラバ 10～12 黄 5～10
カタバミ科 カタバミ（黄色大花） 3～5 黄 5～10
カタバミ科 ムラサキカタバミ 1～8，10～12 紫 5～10 32
キキョウ科 ◎カンパニュラ 6 紫 30～100
キキョウ科 キキョウ 9 紫 10～20
キキョウ科 ホタルブクロ 6～8 薄紫 30～50
キク科 アゲラタム 1，8～12 薄紫 10～75 57
キク科 ◎イソギク 10～12 黄 10～30 1
キク科 ガザニア 1～12 黄，オレンジ 10～20
キク科 ◎ガーベラ 1～5 オレンジ 20～30
キク科 キク 1，4～6，11～12 ピンク，紅色 40～110 21
キク科 キバナコスモス 6～12 オレンジ 10～150 385
キク科 コスモス 6～12 白，ピンク，濃ピンク 10～170 74
キク科 ◎ヒャクニチソウ 6～12 白，黄，オレンジ 10～20 3
キク科 マーガレット 1～7，11～12 白 10～70 50
キク科 ◎マリーゴールド 5～12 黄 5～15 27
キョウチクトウ科 ◎ニチニチソウ 6～12 白，赤，紅 10～30 1
キンポウゲ科 オダマキ 4～5 ピンク 20～30
クマツヅラ科 宿根バーベナ 5～12 紫 10～80 80
クマツヅラ科 ランタナ 1，4～12 赤，薄紫 5～165 568
シソ科 サルビア 5～12 赤 20～30
シソ科 セイヨウキランソウ 4～5 紫 5～10
シソ科 ハナトラノオ 8～11 薄紫 20～70 3
シソ科 ラベンダー 1～10，11～12 薄紫 60～110 14
シュウカイドウ科 ベゴニア 5～12 白，ピンク，赤 5～35
スベリヒユ科 ハゼラン 9 ピンク 20～40
スベリヒユ科 ハナスベリヒユ 9 黄，濃ピンク 10～20 2
ツルナ科 マツバギク 1～12 濃ピンク 5～130 29
ナス科 ◎ペチュニア 6～11 白，赤，紫 10～20
ナデシコ科 カーネーション 1，4～6 ピンク 20～30
ナデシコ科 ナデシコ 1，3～12 濃ピンク 5～15 1
ナデシコ科 ムシトリナデシコ 5～6 ピンク 20～30
ハナシノブ科 シバザクラ 1～6，9～12 白，ピンク，薄紫 5～10
バラ科 イチゴ 4～5 白 5～15
バラ科 ◎コトネアスター 5 白 5～20 1
バラ科 バラ 3～4，5～12 ピンク 20～60
バラ科 ◎ユキヤナギ 4 白 10～50
ヒガンバナ科 ヒガンバナ 9～10 白 30～50
ヒガンバナ科 ラッパスイセン 3 黄 20～30
ヒルガオ科 アサガオ 9～11 濃ピンク 60～150
フウロソウ科 ゼラニウム 1～12 白，赤，ピンク 20～80
マメ科 アカツメクサ 5～9 ピンク 20～50 3
マメ科 シロツメクサ 4～6，9～12 白 5～20 1
マメ科 ◎レンゲ 4 ピンク 5～10
ムクロジ科 フウセンカズラ 11 白 50～100
モクセイ科 ◎レンギョウ 4 黄 10～30
ユキノシタ科 ◎ショウマ 6 ピンク 10～20
ユリ科 スズラン 4～5 白 10～20
ユリ科 ◎タカサゴユリ 8～9 白 20～40
ユリ科 チューリップ 4 白，赤，黄 20～40
ユリ科 ハナニラ 3～4 白 10～20
ユリ科 ヒアシンス 3～4 ピンク，水色 10～30
ユリ科 ヤブラン 9～10 薄紫 5～20
ラン科 シラン 4～5 紫，白 30～40
ラン科 ネジバナ 6 ピンク 10～20
◎印:2010年の調査時（文献1）には記録されていなかったもの
ーズ，ビオラなど14種が消え，代わってゼニアオ
イなど15種（表1（a）で◎印を付した種）が新たに
記録された。また雑草では，ジシバリ，スミレなど
7種が消え，ヘクソカズラなど5種（表1（b）の◎
印）が加わった。栽培種において置換の割合が高い
のは，やはり人の手で植えられる草花の種が多く含
まれているからであろう。
これらの植物種のうちでチョウによる訪花が観察
された植物は，栽培種で 13科 23種（全栽培種の
35.9％），雑草で8科11種（全雑草種の 31.4％），合
わせて18科34種（全種中の34.3％）であった。花
が見られた植物種のうちほぼ3分の1でチョウの訪
花が記録されたことになり，2010年の26.0％（全
100種中26種）1）という値よりかなり高いものとな
っている。2011年に新たに記録された栽培種の花
15種のうち，6種でチョウの訪花が見られたことか
ら，2011年におけるチョウの訪花植物の増加は，
主として栽培種の変化に起因していると考えられる。
チョウによる訪花例が多い植物の上位10種を，
2010年と 2011年で比較したものが表 2である。
2010年と同様，2011年の調査においても，チョウ
の訪花が圧倒的に多かったのは，クマツヅラ科のラ
ンタナ（Lantanacamara）とキク科のキバナコス
モス（Cosmossulphureus）であった。しかし，それ
らに次いで非常に多くの訪花が観察されたのは，
2010年にはわずか4例の訪花しか記録されなかっ
たコセンダングサ（Bidenspilosa）であった（2010
年の調査1）では誤って「アメリカセンダングサ」と記録
されている）。人為的に植えられたわけでもない雑草
のコセンダングサが，1年でこれほどチョウの訪花
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表1 調査地で見られた花およびチョウの訪花の有無（2011年調査）（b）雑草
科 名 種 名 花期（月） 花の色 花の位置（地上，cm） チョウの訪花例数
アカネ科 ◎ヘクソカズラ 9～12 白 10～150 1
アカネ科 ヤエムグラ 4 白 5～20
アカバナ科 アレチマツヨイグサ 7～10 黄 100～190 2
アヤメ科 ニワゼキショウ 5～7 薄紫 10～20
オオバコ科 ヘラオオバコ 4～6 クリーム 20～40
カタバミ科 カタバミ 3～12 黄 2～10 66
キク科 アキノノゲシ 10 黄 30～50
キク科 コセンダングサ 10～12 黄 50～80 208
キク科 オオアレチノギク 8～12 薄茶 30～80
キク科 コウゾリナ 5～6 黄 30～50
キク科 セイタカアワダチソウ 10～12 黄 40～200 72
キク科 セイヨウタンポポ 3～4 黄 10～20 2
キク科 ◎チチコグサ 5～6 薄茶 5～15
キク科 チチコグサモドキ 3～6，11～12 薄茶 5～15
キク科 ハハコグサ 4 黄 5～15
キク科 ハルジオン 4～5 白 20～40
キク科 ハルノノゲシ 4～6，12 黄 30～40
キク科 ヒメジョオン 5～12 白 40～60 21
キク科 ホウキギク 5 黄 50～80
ケシ科 ナガミヒナゲシ 4～5 オレンジ 30～40
ゴマノハグサ科 オオイヌノフグリ 3～4 水色 3～10
タデ科 イタドリ 6～9 クリーム 40～60
タデ科 ◎スイバ 5～6 クリーム 40～60
タデ科 ヒメツルソバ 1，3～7，10～12 ピンク 3～10 81
ツユクサ科 ツユクサ 7～11 青 20～30
ドクダミ科 ドクダミ 6 白 10～30
ナデシコ科 オランダミミナグサ 2～5 白 5～20
ナデシコ科 ハコベ 3～4 白 5～20
ヒルガオ科 コヒルガオ 5～10 ピンク 10～170
フウロソウ科 アメリカフウロ 5 ピンク 10～30
ブドウ科 ヤブガラシ 7～9 黄緑，オレンジ 10～90 3
マメ科 カラスノエンドウ 3～5 濃ピンク 10～40
マメ科 ◎メドハギ 9～10 白 10～60 18
ムラサキ科 ◎キュウリグサ 5 水色 5～15
ユリ科 ニラ 6，10～12 白 15～40 15
◎印:2010年の調査時（文献1）には記録されていなかったもの
を増やしたのは驚きであるが，2011年は前年に比
べて明らかにコセンダングサの占有面積が多くなっ
たと感じられたことから，これが原因のひとつと考
えられる。このように，人の手によらず繁殖する雑
草も，都市のような不安定な生態系ではその勢力分
布が年々変化し，それがチョウの生態にも影響して
いることがわかる。
表2には，各種の花を訪れたチョウ（詳細は次項）
の種類数も記した。2010年，2011年とも，一般的
にはチョウの訪花例数と訪花種数との間に正の相関
がみられる（2010年についてr＝0.8759，t検定でP＜
0.001，2011年についてr＝0.8123，t検定でP＜0.01）。
ただし，この一般則からはずれるのが，代表的な雑
草であるセイタカアワダチソウ（Solidagoaltissima）
だと思われる。セイタカアワダチソウは，前述のコ
センダングサやアメリカセンダングサとほぼ同時期
に咲くキク科の雑草であるが，花の咲き始めのうち
は昆虫の訪花が少ないことから，吸蜜に適した期間
が限られているため，訪花種数に比べて訪花例数が
少なくなるのではないかと考えられる。
（2） チョウの種別による訪花観察例数
2011年の調査においては，次に示す5科14種の
チョウの訪花が観察された。
アゲハチョウ科
アオスジアゲハ Graphium sarpedon
ナミアゲハ Papilioxuthus
キアゲハ Papiliomachaon
シロチョウ科
モンシロチョウ Pierisrapae
キタキチョウ Euremamandarina
モンキチョウ Coliaserate
シジミチョウ科
ヤマトシジミ Zizeeriamaha
ベニシジミ Lycaenaphlaeas
ウラナミシジミ Lampidesboeticus
ツバメシジミ Everesargiades
タテハチョウ科
ヒメアカタテハ Vanessacardui
キタテハ Polygoniac-aureum
ツマグロヒョウモン Argyreushyperbius
セセリチョウ科
イチモンジセセリ Parnaraguttata
2010年の調査1）で1頭だけ見られたアカタテハ
（Vanessaindica）は今回記録されず，新たにアオス
ジアゲハとツバメシジミの2種の訪花が観察された。
これら14種の各々について，植物種別の訪花観察
例数を表3にまとめた。
2010年の調査結果1）では，ヤマトシジミやイチ
モンジセセリなどの小型のチョウは，ツマグロヒョ
ウモン，ヒメアカタテハといった中～大型のチョウ
に比べてより多くの植物で吸蜜していることがわか
った。表3でも同様の傾向がみられる。これをさら
に詳細に調べるため，2010年，2011年の各々で，
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表2 チョウによる訪花例数の多い花上位10種
（a）2010年（文献1の調査結果をもとに作成） （b）2011年
No. 種 類 訪花例数 チョウ訪花種数 No. 種 類 訪花例数 チョウ訪花種数
1 ランタナ 303 13 1 ランタナ 568 14
2 キバナコスモス 301 10 2 キバナコスモス 385 14
3 宿根バーベナ 45 5 3 コセンダングサ 208 11
4 コスモス 31 6 4 ヒメツルソバ 81 7
5 カタバミ 17 2 5 宿根バーベナ 80 7
5 セイタカアワダチソウ 17 7 6 コスモス 74 9
7 ヒメツルソバ 15 1 7 セイタカアワダチソウ 72 11
8 アゲラタム 11 3 8 カタバミ 66 4
9 マツバギク 10 2 9 アゲラタム 57 5
10 ヒメジョオン 7 3 10 マーガレット 50 5
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表３ チョウの種別による訪花観察例数（2011年調査） （上段は下段に，下段は次頁上段，下段へと続く）
植物科名 アオイ科 アカネ科
アカバナ
科
アブラナ
科
オシロイ
バナ科
カタバミ
科
カタバミ
科
キク科 キク科 キク科
植物種名
ゼニアオ
イ
ヘクソカ
ズラ
アレチマツ
ヨイグサ
ナノハナ
オシロイ
バナ
カタバミ
ムラサキ
カタバミ
アゲラタ
ム
イソギク キク
アオスジアゲハ
ナミアゲハ
キアゲハ
モンシロチョウ 1 3 3
キタキチョウ 1 3 3 1 1
モンキチョウ 1 1
ヤマトシジミ 1 1 59 21 45 1 8
ベニシジミ 5 7
ウラナミシジミ 1 1 2 1
ツバメシジミ 3
ヒメアカタテハ 2 2
キタテハ 1
ツマグロヒョウモン
イチモンジセセリ 2 4
計 1 1 2 3 1 66 32 57 1 21
表３（続き）
植物科名 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科
キョウチ
クトウ科
植物種名
キバナ
コスモス
コスモス
コセンダ
ングサ
セイタカア
ワダチソウ
セイヨウ
タンポポ
ヒメジョ
オン
ヒャクニ
チソウ
マーガレ
ット
マリー
ゴールド
ニチニチ
ソウ
アオスジアゲハ 1 1
ナミアゲハ 7 2
キアゲハ 2
モンシロチョウ 2 3 29 10 6 1
キタキチョウ 21 2 13 2 2 1
モンキチョウ 41 12 74 1 7
ヤマトシジミ 55 4 14 6 2 30 6
ベニシジミ 47 2 5 9 8 15 9
ウラナミシジミ 29 1 33 7 1 2 1
ツバメシジミ 2
ヒメアカタテハ 69 16 11 1 1 1 1
キタテハ 7 7 7
ツマグロヒョウモン 74 6 18 10 2
イチモンジセセリ 28 28 2 18 1 1 2 3 1
計 385 74 208 72 2 21 3 50 27 1
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表３（続き）
植物科名
クマツヅ
ラ科
クマツヅ
ラ科
クマツヅ
ラ科
シソ科 シソ科
スベリヒ
ユ科
タデ科 ツルナ科
ナデシコ
科
バラ科
植物種名
宿根バー
ベナ
ランタナ
赤
ランタナ
紫
ハナトラ
ノオ
ラベンダ
ー
ハナスベ
リヒユ
ヒメツル
ソバ
マツバギ
ク
ナデシコ
コトネア
スター
アオスジアゲハ 1 1 1
ナミアゲハ 5 2
キアゲハ 1
モンシロチョウ 2 4 4
キタキチョウ 35 54 17 1 4 4 1
モンキチョウ 2 17 2
ヤマトシジミ 13 40 39 1 8 2 61 21
ベニシジミ 1 16 1 1 1 1
ウラナミシジミ 19 6 2 11 2
ツバメシジミ 3 2 1 1
ヒメアカタテハ 1 16 31 1
キタテハ 12 3
ツマグロヒョウモン 42 6
イチモンジセセリ 26 150 74 1 2 2 1
計 80 380 188 3 14 2 81 29 1 1
表３（続き）
植物科名 ブドウ科 マメ科 マメ科 マメ科 ユリ科
計
植物種名
ヤブガラ
シ
アカツメ
クサ
シロツメ
クサ
メドハギ ニラ
アオスジアゲハ 5
ナミアゲハ 1 17
キアゲハ 3
モンシロチョウ 2 70
キタキチョウ 166
モンキチョウ 1 1 160
ヤマトシジミ 1 12 2 453
ベニシジミ 12 140
ウラナミシジミ 2 1 122
ツバメシジミ 4 16
ヒメアカタテハ 153
キタテハ 37
ツマグロヒョウモン 158
イチモンジセセリ 1 347
計 3 3 1 18 15 1847
訪花例数の多い10種のチョウについての訪花例数，
訪花植物種数およびチョウの大きさの指標となる開
長（翅を開いたときの長さ）をまとめ，表4に示した。
表4を見てまず驚くのは，2010年と2011年の種
別訪花例数の傾向は全く同じだということである。
訪花例数の第1位～第6位は両年で全く同じで，第
7位と第8位および第9位と第10位の順番が入れ
替わっているだけであった。このことは，調査を行
った環境におけるチョウ相が非常に安定したもので
あり，植物，特に栽培種が変化している（表1（a），
表2）こととは対照的である。
次に，表4でチョウの大きさ（開長）と訪花植物
種数との相関を調べたところ，2010年では両者の
間に相関があるとは言えなかった（r＝－0.5828，t
検定で0.05＜P＜0.1）が，2011年に関しては有意の
負の相関がみられた（r＝－0.8573，t検定でP＜0.01）。
サンプル数が非常に多い2011年の調査結果を重視
すると，小さいチョウほどより多くの植物を吸蜜植
物として利用していると結論づけられる。
小型のチョウ類が多様な吸蜜植物を利用している
理由は，おそらくチョウの体の大きさと，花の物理
的性質（花の大きさ，形状，地上からの高さ，葉や茎と
の空間的な関係など）との関係であろう。今回の調査
地で見られるチョウの中で最も小型のヤマトシジミ
は，通常地表付近を飛翔しているが，ときには数メ
ートルの高さを飛ぶことができる。このため，さま
ざまな高さの花を利用でき，花の大きさや形状を選
ばない。これに対して，ツマグロヒョウモンのよう
な大型のチョウは，翅を傷つける恐れがある地表近
くの花を利用しづらい。また，自分の体を支えられ
ない小さい花にも止まれないし，混み合った場所に
咲く花に行くのも難しい。このような理由から，小
型のチョウほどより多様な吸蜜植物を利用できると
考えられる。
しかし，花の大きさ，形状，位置以外にも，各種
のチョウの花選好性に影響を与える要素は多い。代
表的なものは，花の色であろう。よく知られたもの
に，モンシロチョウとナミアゲハの見える色の違い
がある11）。モンシロチョウはヒトの見えない紫外
領域の光が見えるが，逆に赤に近い波長の光が見え
ない。このため紫系の花にはよくひかれるが，赤い
花にはほとんど来ない。一方，ナミアゲハは可視波
長が赤色の方に偏っているため，もっぱら赤～オレ
ンジ色の花を訪れる（図3参照）。このため，各々の
チョウは訪れる花が限られることになる。また，花
の香りもチョウの花選好性に大きな影響を与えると
思われるが，これらの要因の解析は今後の研究課題
である。
（3） 月別の訪花観察例数の変化
2011年の調査で，各種の花への月別訪花観察例
数を，表5に示す。今回の調査でも，チョウの訪花
は9月～11月に集中していることがわかった。月
ごとの合計訪花例数の変化を，2010年1）と2011年
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表4 チョウの訪花例数上位10種
（a）2010年（文献1の調査結果をもとに作成） （b）2011年
No. 種 名
訪花
例数
訪花植物
種数
割合
（％）
翅の開長
（mm）
No. 種 名
訪花
例数
訪花植物
種数
割合
（％）
翅の開長
（mm）
1 ヤマトシジミ 228 17 65.4 25 1 ヤマトシジミ 453 24 70.6 25
2 イチモンジセセリ 180 10 38.5 36 2 イチモンジセセリ 347 18 52.9 36
3 キタキチョウ 112 12 46.2 41 3 キタキチョウ 166 17 50.0 41
4 モンキチョウ 73 4 15.4 50 4 モンキチョウ 160 11 32.4 50
5 ツマグロヒョウモン 70 5 19.2 66 5 ツマグロヒョウモン 158 6 17.6 66
6 ヒメアカタテハ 46 3 11.5 52 6 ヒメアカタテハ 153 12 35.3 52
7 ウラナミシジミ 28 6 23.1 30 7 ベニシジミ 140 15 44.1 30
8 ベニシジミ 22 5 19.2 30 8 ウラナミシジミ 122 17 50.0 30
9 キタテハ 18 3 11.5 50 9 モンシロチョウ 70 12 35.3 50
10 モンシロチョウ 11 7 26.9 50 10 キタテハ 37 5 14.7 50
割合は，チョウの訪花した全植物種数（2010年は26種，2011年は34種）に対する値
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表5 月別にみたチョウの訪花観察例数（2011年調査） （上段は下段に，下段は次頁上段，下段へと続く）
植物科名 アオイ科 アカネ科
アカバナ
科
アブラナ
科
オシロイ
バナ科
カタバミ
科
カタバミ
科
キク科 キク科 キク科
植物種名
ゼニアオ
イ
ヘクソカ
ズラ
アレチマツ
ヨイグサ
ナノハナ
オシロイ
バナ
カタバミ
ムラサキ
カタバミ
アゲラタ
ム
イソギク キク
1月
2月
3月
4月 3
5月 1
6月 1 4
7月
8月 4
9月 1 1 1 13 3 31
10月 1 31 7 14
11月 15 12 7 1 15
12月 6 6 1 6
計 1 1 2 3 1 66 32 57 1 21
表5（続き）
植物科名 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科 キク科
キョウチ
クトウ科
植物種名
キバナコ
スモス
コスモス
コセンダ
ングサ
セイタカア
ワダチソウ
セイヨウ
タンポポ
ヒメジョ
オン
ヒャクニ
チソウ
マーガレ
ット
マリー
ゴールド
ニチニチ
ソウ
1月
2月
3月 1
4月
5月 3
6月 2 2
7月 2 3 1
8月 24 16 2 2 3
9月 138 38 1 5 14
10月 113 17 165 64 7 4
11月 61 42 8 2 22 4 1
12月 47 1 28
計 385 74 208 72 2 21 3 50 27 1
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表5（続き）
植物科名
クマツヅ
ラ科
クマツヅ
ラ科
クマツヅ
ラ科
シソ科 シソ科
スベリヒ
ユ科
タデ科 ツルナ科
ナデシコ
科
バラ科
植物種名
宿根バー
ベナ
ランタナ
赤
ランタナ
紫
ハナトラ
ノオ
ラベンダ
ー
ハナスベ
リヒユ
ヒメツル
ソバ
マツバギ
ク
ナデシコ
コトネア
スター
1月
2月
3月
4月 1
5月 1
6月
7月 1 1 2
8月 10 25 18 2
9月 50 133 39 2 6 2 13
10月 19 147 49 1 23 8
11月 72 46 5 54 7
12月 2 34 1 4 1
計 80 380 188 3 14 2 81 29 1 1
表5（続き）
植物科名 ブドウ科 マメ科 マメ科 マメ科 ユリ科
計
植物種名
ヤブガラ
シ
アカツメ
クサ
シロツメ
クサ
メドハギ ニラ
1月 0
2月 0
3月 1
4月 4
5月 5
6月 2 11
7月 10
8月 1 1 108
9月 2 4 9 506
10月 1 14 5 690
11月 374
12月 1 138
計 3 3 1 18 15 1847
の別に図4に示したが，これを見ても，両年は全く
同じ変化を示していることがわかる。
筆者は前回の報告1）で，秋にチョウの訪花観察例
数が急激に増加する理由として，調査を行った場所
に植えられている栽培種の植物の多くが，コスモス
やキバナコスモスなど秋によく咲くものであったた
めに，秋に多くのチョウをひきつけてしまったとい
う点をあげた。この仮説は秋期に関しては正しいと
思われるが，1年の間でもうひとつのチョウの発生
ピークである4月～6月にかけての訪花があまりに
も少ないことを説明できていないように思われる。
調査は継続中であるので，今後も年間を通してでき
るだけ長時間観察を行い，春から初夏にかけてのチ
ョウの訪花が少ない原因を解明したい。
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図4.月別のチョウの訪花観察例数変化:（a）2010年（文献1の調査結果をもとに作成）（b）2011年
